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全曹
青、

発信
せよ
。

～平
成2
2年
度初
頭の
点描
～

　

今
期
の
総
合
企
画
委
員
会
で
企
画
致
し
ま
し

た『
花
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』。
お
か
げ
さ
ま

で
、
約
3
0
0
の
御
寺
院
さ
ま
に
ご
協
力
頂
き
、

約
3
万
人
の
人
々
に『
花
ま
つ
り
セ
ッ
ト
』を
頒

布
頂
き
ま
し
た
。

　
『
花
ま
つ
り
セ
ッ
ト
』に
て
、
静
岡
の
お
い
し

い
甘
茶
、
コ
ス
モ
ス
の
花
の
種
と
共
に
同
封
し

た
塗
り
絵
ハ
ガ
キ
は
、
3
才
の
お
子
さ
ま
か
ら

90
才
の
ご
年
輩
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
方
々

か
ら
ご
返
信
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
生
き

物
に
囲
ま
れ
た
お
釈
迦
さ
ま
に
色
を
塗
る
過
程

で
、
命
の
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
自
身
が
そ
の
一
人
で
あ
る
こ
と
に
気
付

い
て
頂
け
た
ら
、
と
念
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

ご
返
信
い
た
だ
き
ま
し
た
塗
り
絵
ハ
ガ
キ
は
、

両
大
本
山
さ
ま
に
納
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま

た
、
ご
返
信
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
委
員

会
一
同
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ご協力ありがとうございました！

返信された塗り絵ハガキを手にする総合企画委員会諸師

つりがねくん
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平
城
遷
都
祭
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
式
典

『
平
和
へ
の
讃
歌
〜
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
』が

平
城
宮
跡
大
極
殿
正
殿
前
に
て
開
催
さ
れ
約

2
5
0
名
の
宗
教
者
が
遷
都
祭
を
祝
い
ま
し
た
。

　

始
め
に「
き
よ
め
」と
し
て
奈
良
県
神
道
青
年

会
が
大
祓
詞（
お
お
は
ら
へ
の
こ
と
ば
）
を
唱

え
会
場
を
荘
厳
し「
い
の
り
」で
は
仏
教
法
要
に

よ
る
散
華
や
読
経
。「
ち
か
い
」で
は
可
愛
い
地

元
保
育
園
児
に
よ
っ
て
声
高
ら
か
に
平
和
宣
言

が
誓
わ
れ
、
集
ま
っ
た
多
く
の
方
々
が
特
色
の

あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

表
白
を
奉
読
さ
れ
た
宮
寺
守
正
師（
全
日
本

仏
教
青
年
会
17
期
理
事
長
･
全
曹
青
第
16
期
会

長
）は「
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
様
な
素

晴
ら
し
い
式
典
が
出
来
た
事
は
本
当
に
有
難
い

で
す
」と
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

『平和への讃歌 ～ピースメッセージ～』
平成22年5月9日日

平城遷都祭2010

　

4
月
26
日
に
奈
良
県
の
東
大
寺
に

お
い
て
、「
仏
法
興
隆
花
ま
つ
り
千
僧

大
般
若
法
要
」が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

大
仏
殿
で
の
法
要
は
全
曹
青
の
久
間

会
長
が
導
師
を
勤
め
、
曹
洞
宗
の
転

読
大
般
若
の
儀
則
に
則
り
厳
粛
な
中

行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
ア
シ
ョ

カ
ピ
ラ
ー
で
法
要
を
し
た
後
、
随
喜

衆
は
東
大
寺
様
の
ご
厚
意
で
、
普
段

は
一
般
公
開
を
し
て
い
な
い
、
聖
武

天
皇
を
祀
る
天
皇
殿
を
拝
観
。
最
後

に
随
喜
衆
に
よ
っ
て
、
一
般
の
参
拝

者
に
花
ま
つ
り
に
ち
な
ん
で
花
の
種

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

仏法興隆花まつり千僧大般若法要
平成22年4月26日月

伎楽隊を先頭に大極殿へ向かう行列

公式テーマソング「ムジカ」を合唱 宗教者や一般市民が世界に向けて平和への祈りを発信 宮寺師による「平和への讃歌」表白
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光
明
〜
輝き

ら
め

き
を
求
め
て
〜

　

静
岡
第
三
同
志
会
創
設
四
十
周
年
記
念
大
会
・
併
催
平
成
22
年
度
禅
文

化
学
林
が
、
平
成
22
年
6
月
11
日（
金
）に
静
岡
県
掛
川
市
の「
ヤ
マ
ハ
リ

ゾ
ー
ト 

つ
ま
恋
」に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
一
般
の
参
加
者

（
86
名
）を
含
む
3
5
3
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
大
会
実
行
委
員
会
委
員
長
尾
崎
寿
光
師
の
開
会
宣
言
の

後
に
、
記
念
法
要（
導
師
・
大
会
長
高
橋
浩
道
師
）の「
大
般
若
祈
祷
会
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
井
上
義
臣
老
師
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

「
お
経
の
功
徳
〜
な
ぜ
お
経
を
読
む
の
か
」と
題
し
て
仏
教
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
の
記
念
式
典
で
は
高
橋
浩
道
師
よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

静
岡
県
第
3
宗
務
所
長
駒
形
哲
宗
老
師
、
同
志
会
顧
問
櫻
井
孝
順
老
師
、

全
曹
青
久
間
会
長
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
記
念
講
演
で
は
田
中
良
昭
老
師
に「
期
待
さ
れ
る
僧
侶
像
」と

題
し
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

静
岡
第
三
同
志
会 

創
設
四
十
周
年
記
念
大
会

併
催 

平
成
22
年
度
禅
文
化
学
林

日　時： 平成22年6月11日（金）
会　場： ヤマハリゾート　つま恋
日　程：
13：00 受付
14：00 記念法要（大般若祈祷会）
15：00 仏教講座
 「お経の功徳～なぜお経をよむのか」
 講師：大本山永平寺 名古屋別院監院 
 　　 花井寺住職　井上義臣老師
16：30 記念式典
17：00 記念講演「期待される僧侶像」
 講師：駒澤大学総長 正林寺住職
 　　 田中良昭老師
18：30 懇親会

P R O G R A M ◎大会プログラム

　

今
大
会
で
は
豊
川
市
の
井
上
義
臣
老

師
よ
り
は
お
経
を
挙
げ
る
意
味
を
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
僧
侶
・

衆
生
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
願
い
が
こ
も

っ
て
い
る
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま

し
た
。
我
々
青
年
僧
侶
は
壇
信
徒
の
み

な
ら
ず
地
元
地
域
の
そ
の
願
い
に
答
え

る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
駒
澤
大
学
総
長
で
あ
ら
れ
る

田
中
良
昭
老
師
も
一
般
の
人
々
か
ら
見

た
僧
侶
像
と
し
て
、
帰
依（
信
頼
）さ
れ

る
僧
侶
・
坐
禅
教
義
を
説
け
る
僧
侶
・

儀
礼
主
催
者
と
し
て
の
僧
侶
・
人
々
と

共
に
生
き
現
代
社
会
に
生
き
る
僧
侶
等

を
期
待
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
ま
し

た
。
ま
さ
し
く
い
ま
我
々
が
心
で
は
思

い
実
行
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
踏
み

出
し
て
い
な
い
こ
と
で
し
た
。

　

我
々
静
岡
第
三
同
志
会
員
は
20
代
〜

80
代
近
く
の
ご
老
僧
と
幅
広
い
終
身
在

籍
の
会
で
す
。
今
大
会
で
は
若
い
僧
侶

に
配
役
を
お
願
い
し
発
言
や
行
動
の
場

を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

も
っ
と
も
っ
と
青
年
僧
侶
が
活
躍
で
き

ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

大
会
を
振
り
返
っ
て
。

実
行
委
員
長　

尾
崎
寿
光
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電話相談員養成
発展研修会

　

第
1
回
電
話
相
談
員
養
成
発
展
研
修

会
が
、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
5
階
研
修

道
場
に
て
、
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
全
国
9
管
区
で
行
わ

れ
た
基
礎
研
修
会
を
修
了
さ
れ
た
方
を

対
象
と
し
て
お
り
、
38
名
の
会
員
諸
師

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

右
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
電
話
相
談

窓
口
を
開
く
た
め
に
必
要
十
分
な
知
識

を
習
得
す
る
た
め
に
練
り
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
中
心
と
し

た
傾
聴
訓
練
の
み
な
ら
ず
、
実
際
の
窓

口
運
営
に
必
要
な
知
識
や
危
機
管
理
の

知
識
ま
で
網
羅
し
た
、
相
当
に
凝
縮
さ

れ
た
内
容
で
し
た
。

　

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
も
、
自
作
の
シ
ナ
リ

オ
を
使
っ
た
り
、
記
録
用
紙
に
記
入
し

な
が
ら
相
談
を
受
け
た
り
と
、
実
際
の

電
話
相
談
に
よ
り
近
い
場
面
設
定
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

外
部
講
師
に
は
、
前
田
宥
全
師
と
精

神
科
医
の
穂
積
登
先
生
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　

前
田
師
か
ら
は
、
自
死
問
題
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
い
た
後
、
参
加
者
全

員
で
手
紙
相
談
の
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。

　

穂
積
先
生
か
ら
は
、
日
本
に
お
け
る

精
神
病
在
宅
ケ
ア
の
嚆こ
う
し矢
と
い
え
る
岩

倉
大
雲
寺
の
事
例
を
引
き
つ
つ
、
社
会

的
な
相
互
扶
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
諸
師

に
と
っ
て
、
電
話
相
談
に
限
ら
ず
檀
信

徒
の
方
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
、
今
回
の
研
修
が
糧
と
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
皆
様
、
長
時

間
の
研
修
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

開催
レポート

発展研修会スケジュール
日　時：平成22年6月28日（月）～29日（火）
場　所：曹洞宗檀信徒会館

研修スケジュール：

6月28日（1日目）
10：00 受付
10：45～11：15 開講諷経

◆発展研修① （1.0+2.0時間）　
11：20～12：20 傾聴・電話相談の特徴の復習
13：00～15：00 傾聴ロールプレイ※シナリオ自作

◆発展研修②　（0.5+1.5時間）
15：15～15：45 記録用紙の説明
15：45～17：15 記録用紙ロールプレイ

◆発展研修③ （1.0+1.0時間）
17：30～18：30  テーマ別ディスカッション 

（自死関連の相談）
19：15～20：15  テーマ別ディスカッション 

（うつ病、統合失調症等）

◆発展研修④ （1.0時間）
20：30～21：30  社会資源 

（地域社会ネットワークの形成）

21：30～21：45  事務連絡

6月29日（2日目）
◆発展研修⑤ （1.0＋1.5時間）
 8：00～ 9：00 トラブルへの対応方法
 9：15～10：45  トラブル対応ロールプレイ① 

※1対1形式

◆発展研修⑥ （1.5時間）
11：00～12：30  トラブル対応ロールプレイ② 

※グループ形式

◆発展研修⑦ （1.5＋1.0時間）
13：15～14：45  開設準備の方法
15：00～16：00  全体のふりかえり

16：00～16：30  閉講式・解散

トラブルケースについて参加者同士で話し合う

参加者から様々な意見や質問をいただく 記録用紙を用いたロールプレイの説明

自死問題についてお話しされる前田師
穂積先生は僧侶への期待も
お話しされた

6



東北
管区

九州
管区

電 話 相 談 員 養 成 研 修 会 を 終 え て …基 礎

●ロールプレイを体験し、会話の中の沈黙に馴れていないので、どうしても自分から質問をしてしまうことが分かった。

●人の心を扱うには、様々な危険もつきまとうと思います。特に西洋的心理学解釈に頼りすぎると却って人の心をもて遊ぶ事にも繋がってしまいます。洋の東西の学問や伝統の良い面を摂取しつつ、発展すると良いと思います。

●対面法よりも電話相談の方が相
談者の話しやすさを気付きました。

「本気宣言」この混沌とした世の中に必要なのは、心の鏡と宣言致します。
       お佛壇は心の鏡と宣言致します。当社は「世界にひとつだけの、お佛壇」をお届け致します。

　　                                      信州いいやまあたご寺町雁木通り　株式会社　明石佛壇店　代表取締役社長　明石　洋一

マジ・センゲン

「電話相談員養成基礎研修会」のうち、前号で紹介できなかった東北管区と九州管区開催分の模様と、
参加者の感想を紹介します。これで、「電話相談員養成基礎研修会」は、9管区すべてで開催することが出来ました。
ご協力、ご参加頂きました諸師に、改めて御礼申し上げます。

●他の援助機関との連携等に
つい

て具体的な方法について学びた
い。

●傾聴について
の、「結論を急が

ない」

「思いこみで話
さない」「自分の

経験に重

ねない」などの教
えは、目から鱗だ

った。

●法を理解し、発信すること
ばかりになっていた。

●電話相談の現場で何らかの攻撃を受けた場合、防御や反撃等は誰が責任を持って行なうのか。

●宗侶は足下を見直すべき。
相談を受ける資格はない。

●県単位で独自性を持った研修

ができるようにしてほしい。
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5
月
13
日（
水
）
午
後
1
時
30
分
よ
り
、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
3
階
桜
の

間
に
於
い
て
、
平
成
22
年
度
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
日
12
日（
火
）
に
は
、
定
期
評
議
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
は
、
午
前
10
時
30
分
よ
り
、「
い
の
ち
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
ば
〜
観
世
ふ
ぉ
ん
に

届
い
た
声
を
検
討
す
る
〜
」と
題
し
て
、
中
央
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
11
月
1
日

よ
り
始
め
た
観
世
ふ
ぉ
ん（
全
曹
青
電
話
相
談
窓
口
）
の
報
告
と
観
世
ふ
ぉ
ん
に
届
い
た
事

例
報
告
と
事
例
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
テ
ー
マ
で
あ
る「
私
た
ち
宗
侶
が
行

な
う
電
話
相
談
は
、
傾
聴
の
み
で
よ
い
の
か
？
」に
つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
開
会
の
辞
の
後
、
本
尊
上
供
・
宗
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
教
化
部

長
の
宮
下
陽
祐
老
師
、
大
本
山
永
平
寺
別
院
長
谷
寺
監
院
・
武
田
秀
嗣
老
師
、
大
本
山
總
持

寺
監
院
・
横
山
敏
明
老
師
よ
り
御
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
久
間
会
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
に
、
議
長
団
の
選
出
が
行
わ
れ
、
議
事
進
行
の
結
果
、
左
記
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
号
議
案　

平
成
21
年
度
事
業
及
び
決
算
報
告
、
監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案　

平
成
22
年
度
事
業
計
画（
案
）
及
び
予
算（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

　

第
3
号
議
案　

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

第
4
号
議
案　

災
害
復
興
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て

　

第
5
号
議
案　

第
19
期
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
長
選
考
の
経
過
報
告

定期評議員会

議案承認の様子

中央研修会のロールプレイ

定期評議員会･総会
平成22年度  全国曹洞宗青年会

概

要
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